
 

 

6 次産業化取組事例                            調査時期 R4.7 

 

 

 

■6 次産業化経営体名 

 有限会社 たかた採卵(笠岡市) 

 

■構成員 

  役員３人、常勤２３人 非常勤１５人 

  （農場 ８人、加工販売３０人） 

 

■経営の概要 

  飼養頭数 採卵鶏 ４万羽（親鶏） 

 

■経営方針 

  こだわりの卵を自社店舗や移動販売で提供し、お客様の声を聴きながら商品を販売していく。 

  また、労務管理には注意を払い、部門ごとに従業員ミーティングを実施し、問題把握に努めるとと

もに、女性従業員が多いことから、フレックスタイムの導入や有給休暇、育休なども整備し、家庭や

子育てと仕事の両立ができるようにしている。 

■HP や SNS等  

 「たかたのたまご オンラインショップ」：https://takatasairan.jp/ 

Facebook：https://m.facebook.com/TAKATANOTAMAGO/ 

■活動の内容 

(1)活動の経緯 

 昭和 29 年：初代社長が「（有）高田種鶏改良研究所」を設立し、種鶏改良とともに雛販売業を開始 

 平成 元年：２代目社長が採卵業を立ち上げ 

 平成 ７年：鶏卵の直接販売を開始、JAの直売所で顧客を獲得した後、移動販売を開始 

 平成 ８年：自動販売機で卵の販売を開始 

 平成 16 年：「（有）たかた採卵」を設立  

平成 22年：種鶏業を廃止し、採卵業のみとなった。 

 平成 25 年：３代目社長が六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業   

計画の認定 

 平成 27 年：直売施設「たかたのたまご」を開店し、新鮮な鶏卵やシフ 

ォンケーキ等の鶏卵加工品とともに併設した飲食スペー 

スで卵かけご飯等を販売開始 

 令和 ３年 岡山県農林漁業近代化表彰（畜産部門）受賞 

 (2)主な加工品 

   飲食スペース：たまごかけごはん、たまごプリン 

   販売スペース：シフォンケーキ（ホール・カップ・カット）、塩ゆで卵、温泉卵、 

バームクーヘン（大、小）洋酒ケーキ、たまごプリン、卵かけご飯用醤油 

 (3)主な販路 

  「たかたのたまご」販売コーナー・飲食コーナー 

鶏卵の移動販売、自動販売機設置（笠岡方面４か所、倉敷・浅口・福山方面各１か所）、 

有限会社 たかた採卵 



 

 

オンラインショップ、近隣直売所、スーパー 

(4)販売戦略 

  ・国の六次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定を受け、直営のレストランと直売所

オープンしたことで、「たかたのたまご」の PR ができている。 

  ・スイーツは、店頭販売のみにしており、現地に足を運んでいただき、購入してもらうようにして

いる。   

・集客のための広告は出しておらず、マスコミの取材で取り上げてもらう程度で、来場したお客様

の口コミが集客率を向上させている。 

     

■今後について 

 ・直売所「たかたのたまご」での卵や加工品の売れ行きが好評で、卵の生産が追いついておらず、年

間を通じて卵を安定供給していきたい。今後、段階的にウインドレス鶏舎に変えていく計画を検討

している。 

・今後もお客様のニーズにあったものを提供できるようにしていきたい。 


